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林 衛
検証・原発震災報道
メディアはリスクをどう捉え伝えたか
http://hdl.handle.net/10110/11148
メディアウォッチング実例を紹介

林 衛
研究者のピラミッド構造。組織全員が期限付きでも，グループトップの研究者は共著論文に必ず名を連ねるので業績不足にならない。
若手，ポスドクほど競争，研究グループの目的に縛られ，研究の本質についての議論から遠ざかる。
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林 衛
「煽り」の存在を
佐野（2011）が指摘。
しかし，重要なのは
「煽り」の質だ。
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林 衛
日本とは異なり，
金融自由化が
進んでいるアメリカ
では金融危機は
生じないとして，
さらに金融緩和を進め
住宅バブルを煽り，
拡大させた危機を
生んだ。
警鐘を鳴らした
経済学者の理論的
予測のとおりの
悪循環が生じて。


林 衛
日本の高速道路は地震で倒れたアメリカの高速道路より安全（だから心配ない）。
チェルノブイリ原発事故は閉鎖的なソ連だから生じたのであり，
日本では過酷事故はありえない。
とそっくり。
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林 衛
その後，50年，消費者が関わりやすい化学物質，農薬や排気ガスの危険度は低下した（リスクコミュニケーションに一定の成果あり）。しかし，原発の安全性は向上せず，過酷事故時の放射能汚染は深刻なまま。（裏リスクコミュニケーションの影響大）。
http://hdl.handle.net/10110/11420
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林 衛
http://www.iwanami.co.jp/kagaku/K_Ishibashi_Kagaku199710.pdf
からダウンロード可

林 衛
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林 衛
巨大地震の「前震」の可能性と「ガス抜き」の可能性の二つのうち，「ガス抜き」説だけが語られ，巨大地震への注意は払われなかったのはなぜ？

林 衛
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低線量被曝問題はなぜ混乱が続くのか
復興をさまたげる政府の放射線安全論
http://archives.shiminkagaku.org/archives/2012/03/post-286.html
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科学技術社会論学会WS
原発リスクコミュニケーション失敗続きの原因
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ケネディ大統領「消費者の四つの権利」から半世紀経過，消費者が選択する化学物質のリスクの基準は，広い意味でのリスクコミュニケーションによって，徐々に低下してきたきた。しかし，代替物質が開発できない原子力発電によって発生する放射性物質の基準値は下げられず，一般の化学物質と比べ，およそ100倍も高い基準値が使われ続けている。
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東日本大地震・原発震災の教訓
志賀原発風下富山県の将来に向けて
http://hdl.handle.net/10110/11420
参照（再掲；9ページ目上スライド）
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